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谷崎潤一郎記念館の催し

戦争と平和に揺れ動いた２つの大戦の間に花

開いた文豪谷崎。日本と世界の変容を受け止め

た豊かな作品世界を読み解く。

■期間　９月13日～12月７日

【 問い合わせ 】谷崎潤一郎記念館☎23-5852/穐38-3244/悪ashiya-tanizakikan@
shopro.co.jp(〒659-0052 伊勢町12-15）【開館時間】午前10時～午後５時（入館は４
時30分まで）【休館日】月曜日（祝日の場合は、その翌日）【観覧料】一般600（480）円、大
高生400（320）円、中学生以下無料※（　）内は20人以上の団体料金※高齢者（65歳以
上）および身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療育手帳をお持ちの方とその
介護の方１人は各当日料金の半額

ホームページ

笑い話で文化を学ぶ～英文で味わう大人の日曜日～

たとえ受験英語が苦手でも、ユーモアのセンスで英

語の笑い話は楽しめます。〈ご希望の回のみ受講可〉

■日時　①10月19日②11月16日③12月７日（日）

午後２時～３時30分■定員　20人〈要予約〉■講
師　堀江珠喜氏（大阪府立大学名誉教授）■料金
2,000円（観覧料込）■持ち物　筆記用具■申し込み
右記へ

ロビー展示

堀江珠喜 氏

秋の特別展

文学講座

中田アツシ写真展「陰翳礼讃と余白の美」
陰翳に宿る美を追い続けた写真表現の軌跡を谷崎の世界

観を軸に辿ります。

【ロビー展示】
■期間　９月13日～10月26日■料金　要観覧料

【中田アツシ氏による撮影会〈要予約〉】

■日時　９月21日・10月５日（日）午前11時～午後４時■会場　庭（雨

天中止）■料金　A4プリント6,600円台紙付・2Lプリント4,950円（どち

らも撮影料・観覧料込/人）、一人増えるごとに＋1,100円）■申し込み
下記へ

【淡路人形芸舞組による人形浄瑠璃「戎舞」】
■日時　10月12日（日）午前11時～/午後２時～（上演

時間各15分）公演終了後にトーク、質疑応答時間あ

り。■定員　各20人〈要予約〉■料金　要観覧料■申し込み　下記へ

文豪は戦
いくさ

の間
はざま

に咲く～谷崎の戦争と平和～

「細雪」

人形浄瑠璃「戎舞」

中田アツシ撮影

【問い合わせ】美術博物館☎38-5432/穐38-5434/悪ashiya-bihaku@shopro.

co.jp(〒659-0052 伊勢町12-25）【開館時間】午前10時～午後５時（入館は４

時30分まで）【休館日】月曜日（祝日の場合は、その翌日）  【観覧料】一般1,000

（800）円、大高生700（560）円、中学生以下無料※（　）内は20人以上の団体料

金※高齢者（65歳以上）および身体障害者手帳・精神障害者保健福祉手帳・療

育手帳をお持ちの方とその介護の方は各当日料金の半額

美 術博 物 館 の 催し
特別展「山崎隆夫 その行路
　　　　　　―ある画家／広告制作者の独白」

小出楢重に学び国画会を中心に活躍した洋画家であ

りながら、寿屋（現サントリーHD）などで広告の仕事

にも手腕を発揮した、山崎隆夫（1905-1991）に焦点を

あてる展覧会です。彼の仕事の全貌を「絵画」「広告」

の双方向から展観し、異なる領域で確かな実績を残

し得た山崎の思考の源泉や美意識に迫り、その功績

を再検証します。

■期間　９月20日～11月16日■料金　要観覧料■申し込み　直接会場へ

美 術博 物 館 の 催し

  
この景観は、六甲山地を背にする自然の
恵みや脅威からうまれ、人々の営みに
よって育まれてきたもので、自然と一体
となり発展してきた本市の歴史文化を
象徴するものです。

問い合わせ　
国際文化推進課
☎ 38-2115

芦屋川流域には、ヨドコウ迎賓館（国指
定重要文化財旧山邑家住宅）をはじめと
する数多くの歴史文化遺産が現存して
います。これらの歴史文化遺産を含む芦
屋川の中・下流域の景観を「芦屋川の文
化的景観」として指定しています。　

芦屋市指定文化財  芦屋川の文化的景観

ホームページ
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展覧会ちらし表

■日時　10月４日（土）午前10時～

午後４時〈雨天順延・予備日10月11

日〉■会場　美術博物館・谷崎潤一郎

記念館の各庭　■内容　【本の交換

会】汚れた本・雑誌等は交換不可。１

人５冊まで【一緒に絵本を読もう】

読み聞かせ【青空のらくがき帳】美

術博物館の庭でお絵描き

niwa-doku 2025
お気に入りの本を持ってきて
好きな場所で読書を楽しもう

■日時　９月27日（土）午後２時～５時■会場
西宮市立郷土資料館、酒ミュージアム〔白鹿記念

酒造博物館〕■対象　30人（20歳以上）要事前

申込■講師　大浦和也氏（酒ミュージアム〔白

鹿記念酒造博物館〕学芸員）■料金　800円（入館

料、レクリエーション保険代等）希望者は別途、

試飲代■持ち物　保険証など年齢がわかるもの

■申し込み　９月13日（土）までに氏名・住所・電

話番号を電話かＥメールで下記へ。（応募多数抽選）

講座まなびはく「知られざる芦屋の水車業と酒造業」

芦屋川水車絵図
江戸時代末期

よむゾウ

■日時　９月28日（日）午後２時～３時30分■会場
講義室■講師　草野智和氏（BAR芦屋日記 バーテン

ダー）・森崎和哉氏（バー・サヴォイ・オマージュ バー

テンダー）■料金　要観覧料■対象　20歳以上・80

人■持ち物　保険証など年齢がわかるもの■申し
込み　直接会場へ

【スペシャル企画】
■対象　20歳以上・20人〈要予約〉■申し込み　９月10日（水）までに

右記へ※詳細はホームページへ。

関連イベント
トーク「寿屋『カクテルブック』から読み解く洋酒文化」

トリスウイスキーのマス
コット　アンクルトリス

（絵：柳原良平）

山崎隆夫らが寿屋で発行した冊子『カクテルブック』を起点に、今日までの

洋酒文化の歩みを現役バーテンダーの視点から紐解きます。トーク終了後

にはBAR芦屋日記にてカクテルを実際に味わう、スペシャル企画も開催。


